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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 13,949 △8.4 1,802 24.6 1,803 △2.9 1,261 △2.8

2025年３月期第１四半期 15,230 △1.7 1,446 △27.8 1,856 △12.1 1,298 △5.9

（注）包括利益 2026年３月期第１四半期 426百万円（△78.3％） 2025年３月期第１四半期 1,964百万円（7.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 71.72 －

2025年３月期第１四半期 73.84 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 77,017 49,627 64.4

2025年３月期 77,823 50,521 64.9

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 49,594百万円 2025年３月期 50,486百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 75.00 － 75.00 150.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） 75.00 － 75.00 150.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、通期は対前期増減率、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 29,000 △3.6 3,000 2.6 3,000 △4.6 1,800 △9.9 102.30

通期 62,000 3.1 7,000 23.5 7,000 16.7 4,800 2.6 272.80

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）



（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 18,688,733株 2025年３月期 18,688,733株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 1,093,781株 2025年３月期 1,092,793株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 17,595,023株 2025年３月期１Ｑ 17,578,753株

※  注記事項

新規  － 社  （社名）－ 、除外  － 社  （社名）－

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

   （将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。

   （決算補足説明資料の入手方法について）

決算補足説明資料は、2025年７月30日に当社Webサイトに公開する予定です。

https://www.valqua.co.jp
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

●概況

当第１四半期連結累計期間において当社グループは、２期目となる中期経営計画“New Frontier 2026”（NF2026）

で掲げた「ステークホルダーの最高満足に向けて新たな価値創造に邁進する」という視点に立ち、不透明感が増す事業

環境下において収益の確保を図りつつ、半導体景況の回復と今後の市場拡大に向けた生産拠点の整備・増強などの施策

を推進しました。

当社グループの当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高が139億４千９百万円（前年同期比

8.4％減）、営業利益が18億２百万円（同24.6％増）、経常利益が18億３百万円（同2.9％減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益が12億６千１百万円（同2.8％減）となりました。

なお、前年度第４四半期に売却をしたシリコンウエハーリサイクル事業の事業会社による前第１四半期連結累計期間

における連結業績への寄与額は、売上高が７億３千４百万円、営業利益が７千１百万円でございました。

また、第１四半期連結会計期間（３か月）における受注高は、主に機能樹脂製品の回復の遅れを反映し、132億５千

９百万円、当四半期連結会計期間末の受注残高は103億４千１百万円となりました。

●事業セグメント別の状況

当第１四半期連結累計期間における事業セグメント別の業績は、次のとおりです。

なお、シリコンウエハーリサイクル事業の事業会社売却に伴い、当連結会計年度から事業セグメントを変更しており

ます。詳細につきましては、８ページをご参照ください。

・シール製品事業

シール製品事業は、プラント市場向けで設備メンテナンス件数減少の影響を受けたものの、先端産業市場向け高機能

シール製品の販売が高水準に推移したことにより、売上高は103億１千９百万円（前年同期比4.0％増）、セグメント利

益は16億７千７百万円（同54.5％増）となりました。

・機能樹脂製品事業

機能樹脂製品事業は、先端産業市場向けのフッ素樹脂加工品の販売が大きく減少したことに加え、プラント市場向け

のフッ素樹脂タンク・バルブなどの需要の調整が続き、売上高は36億３千万円（前年同期比20.6％減）、セグメント利

益は１億２千４百万円（前年同期比56.8％減）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は770億１千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億５百万円減

少いたしました。流動資産は457億１千３百万円となり、７億１千６百万円減少いたしました。主な要因は、受取手

形、売掛金及び契約資産の減少８億３千５百万円、現金及び預金の減少７億８百万円、電子記録債権の増加５億２千１

百万円、原材料及び貯蔵品の増加３億２千９百万円等であります。固定資産は313億３百万円となり、８千９百万円減

少いたしました。主な要因は、有形固定資産のその他（純額）に含まれる建設仮勘定の減少26億１百万円、建物及び構

築物の増加15億６百万円、有形固定資産のその他（純額）に含まれる機械及び装置の増加８億８千６百万円、投資有価

証券の増加１億１千４百万円等であります。

負債は、273億９千万円となり、前連結会計年度末に比べ８千７百万円増加いたしました。流動負債は173億８千４百

万円となり、11億８千５百万円減少いたしました。主な要因は、１年内返済予定の長期借入金の減少11億１千６百万円

等であります。固定負債は100億５百万円となり、12億７千２百万円増加いたしました。主な要因は、長期借入金の増

加11億３千７百万円、固定負債のその他に含まれる繰延税金負債の増加２億３千１百万円、リース債務の減少７千６百

万円等であります。

純資産は496億２千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億９千３百万円減少いたしました。主な要因は、為

替換算調整勘定の減少８億８千７百万円等であります。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の64.9％から64.4％となり、0.5ポイント低下しました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

足許におきましては、米国の関税政策、各国間の外交関係の悪化、東アジア・ウクライナ・中東の情勢など世界

全体の経済に影響を与え得る多くの不透明要素が存在しております。また、当社グループ周辺においては、世界的

な設備投資のさらなる減速、半導体関連景況の本格的な回復の遅れ、人手不足と人件費の上昇などが懸念され得る

状況となっております。

このような事業環境下において当社グループは、３か年中期経営計画NF2026で掲げた基本方針、

《世界の分断が急激に進み

デジタル化によるビジネスモデルが激変する環境下において

「THE VALQUA WAY」のもとマルチ視点で

ステークホルダーの最高満足に向けて新たな価値創造に邁進しよう》

のもと、創業１００周年期にあたる2027年３月期に向けて設定した長期経営目標数値『連結売上高８００億円、

ROE15%以上』の達成をより確かなものにするとともに、さらなる将来における持続的な価値創造の実現を展望し

て、諸戦略を着実にかつ迅速に推進いたします。

以上を踏まえまして、当第２四半期累計期間における売上高は前年同期比3.6％減の290億円、営業利益は同

2.6％増の30億円、経常利益は同4.6％減の30億円、親会社株主に帰属する当期純利益は同9.9％減の18億円を、当

連結会計年度における売上高は前年同期比3.1％増の620億円、営業利益は同23.5％増の70億円、経常利益は同

16.7％増の70億円、親会社株主に帰属する当期純利益は同2.6％増の48億円をそれぞれ予想しております。

なお、この予想には先端産業市場などにおける需要動向の変動並びにエネルギー・原材料価格及び物流費用の上

昇を一定程度織り込んでおりますが、世界的なサプライチェーンの寸断、急激な外国為替水準の変動、世界各地に

おける地政学問題のさらなる悪化など当社グループの事業環境に大きな影響を及ぼす事態が発生した場合、予想値

と実際の業績とは乖離する可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,969 7,260

受取手形、売掛金及び契約資産 12,497 11,661

電子記録債権 4,142 4,664

商品及び製品 6,542 6,706

仕掛品 1,095 1,136

原材料及び貯蔵品 11,491 11,821

その他 2,845 2,608

貸倒引当金 △154 △146

流動資産合計 46,430 45,713

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,194 8,700

土地 4,169 4,169

その他（純額） 11,260 9,542

有形固定資産合計 22,624 22,413

無形固定資産

その他 1,876 1,816

無形固定資産合計 1,876 1,816

投資その他の資産

投資有価証券 3,949 4,063

その他 2,977 3,043

貸倒引当金 △34 △32

投資その他の資産合計 6,891 7,074

固定資産合計 31,393 31,303

資産合計 77,823 77,017

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,809 5,608

電子記録債務 901 1,014

短期借入金 4,952 4,854

１年内返済予定の長期借入金 2,000 884

未払法人税等 1,206 559

賞与引当金 699 314

役員賞与引当金 86 17

その他 2,912 4,130

流動負債合計 18,569 17,384

固定負債

長期借入金 6,662 7,800

退職給付に係る負債 373 363

その他 1,695 1,841

固定負債合計 8,732 10,005

負債合計 27,302 27,390

純資産の部

株主資本

資本金 13,957 13,957

資本剰余金 4,756 4,756

利益剰余金 29,446 29,387

自己株式 △1,904 △1,904

株主資本合計 46,256 46,197

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,307 1,383

為替換算調整勘定 2,721 1,834

退職給付に係る調整累計額 201 178

その他の包括利益累計額合計 4,230 3,396

非支配株主持分 34 33

純資産合計 50,521 49,627

負債純資産合計 77,823 77,017
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

売上高 15,230 13,949

売上原価 9,173 7,922

売上総利益 6,057 6,026

販売費及び一般管理費 4,611 4,224

営業利益 1,446 1,802

営業外収益

受取利息 9 18

受取配当金 33 28

設備賃貸料 65 72

持分法による投資利益 104 5

為替差益 249 －

その他 74 35

営業外収益合計 536 160

営業外費用

支払利息 52 62

設備賃貸費用 45 68

その他 27 29

営業外費用合計 126 159

経常利益 1,856 1,803

特別利益

固定資産売却益 － 30

関係会社出資金売却益 179 －

特別利益合計 179 30

特別損失

固定資産廃棄損 32 －

事業構造改善費用 39 73

特別損失合計 71 73

税金等調整前四半期純利益 1,964 1,760

法人税、住民税及び事業税 561 299

法人税等調整額 91 198

法人税等合計 652 498

四半期純利益 1,311 1,262

非支配株主に帰属する四半期純利益 13 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,298 1,261

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

四半期純利益 1,311 1,262

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 280 77

為替換算調整勘定 470 △889

退職給付に係る調整額 △28 △22

持分法適用会社に対する持分相当額 △69 △1

その他の包括利益合計 653 △836

四半期包括利益 1,964 426

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,949 427

非支配株主に係る四半期包括利益 15 △1

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額

（注）
シール
製品事業

機能樹脂
製品事業

シリコン
ウエハーリサ
イクル事業他

売上高

外部顧客への売上高 9,926 4,568 734 15,230 － 15,230

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 9,926 4,568 734 15,230 － 15,230

セグメント利益 1,085 289 71 1,446 － 1,446

（単位：百万円）

報告セグメント

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額

（注）
シール
製品事業

機能樹脂
製品事業

売上高

外部顧客への売上高 10,319 3,630 13,949 － 13,949

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 10,319 3,630 13,949 － 13,949

セグメント利益 1,677 124 1,802 － 1,802

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第１四半期連結累計期間（自2024年４月１日 至2024年６月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と同額となっております。

Ⅱ．当第１四半期連結累計期間（自2025年４月１日 至2025年６月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と同額となっております。

報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの区分変更）

　当社グループは、従来、報告セグメントを「シール製品事業」、「機能樹脂製品事業」及び「シリコンウエハ

ーリサイクル事業他」の３区分としておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、「シール製品事業」及び

「機能樹脂製品事業」の２区分に変更することといたしました。

　2025年２月26日開催の取締役会において、「シリコンウエハーリサイクル事業他」の主要構成会社である㈱バ

ルカー・エフエフティの全株式を譲渡することを決議し、同年３月21日付で譲渡を実行いたしました。この株式

譲渡により当社グループの経営管理体制を踏まえて報告セグメントを再検討した結果、今後は「シール製品事

業」及び「機能樹脂製品事業」の２区分に集約することが適切であると判断したものであります。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報について、「シリコンウエハーリサイクル事業他」に含ま

れていた㈱バルカー・エフエフティの売上高及び営業利益を除き、変更後の区分方法により作成しております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年６月30日）

減価償却費 684百万円 689百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。
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取得の対価 現金 2,300百万円

取得原価 2,300百万円

（重要な後発事象）

（取得による企業結合）

　当社は、2025年６月30日開催の取締役会において、トルクシステム㈱の全株式を取得することを決議し、同日

付けで株式譲渡契約を締結いたしました。当該株式譲渡契約に基づき、当社は2025年７月31日付でトルクシステ

ム㈱の株式の全部を取得し、連結子会社化することといたします。

（１）企業結合の概要

①　被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　トルクシステム㈱

事業の内容　　　　ボルト締付作業に特化したツール機器の販売及びレンタル等

②　企業結合を行った主な理由

　トルクシステム㈱は、2002 年に大型ボルト締付ツールに特化した専門商社として創業して以来、石油精製プ

ラント・化学プラントなどの分野に向けて、ボルト締付ツール作業に特化したツール機器の販売・レンタル、及

びエンジニアリングサービス等の事業を展開しております。 一方、当社グループは、中期経営計画「NF2026」

において、機器市場・プラント市場に向けた新たな価値創造を図る戦略の一つとして、シールメンテナンス領域

の人手不足の解決に向けた取り組みを強化しております。 このような背景のもと、当社はトルクシステム㈱を

グループに迎え入れることにより、同社の持つエンジニアリング力と当社のシールソリューションを融合させ、

さらなる顧客価値創造力の強化を図れるものと判断し、本件を決定いたしました。

③　企業結合日

　2025年７月31日（予定）

④　企業結合の法的形式

株式取得

⑤　結合後企業の名称

トルクシステム㈱

⑥　取得する議決権比率

100％

⑦　取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得するためであります。

（２）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

（３）主要な取得関連費用の内容及び金額

　アドバイザリーに対する報酬・手数料等　18百万円

（４）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　現時点では確定しておりません。

（５）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

　現時点では確定しておりません。
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借入先 ㈱三井住友銀行 三井住友信託銀行㈱ ㈱みずほ銀行

使途 Ｍ＆Ａ資金の確保 Ｍ＆Ａ資金の確保 Ｍ＆Ａ資金の確保

借入金額 1,150百万円 575百万円 575百万円

借入金利 基準金利+スプレッド  基準金利+スプレッド  基準金利+スプレッド

借入実行日 2025年７月30日 2025年７月30日 2025年７月30日

最終返済期日 借入実行日より５年間 借入実行日より５年間 借入実行日より５年間

担保の有無  無担保無保証 無担保無保証 無担保無保証

（多額な資金の借入）

　当社は、2025年６月30日開催の取締役会において、トルクシステム㈱の株式取得のために資金の借入を行うこ

とを決議し、2025年７月30日に借入を実行いたしました。
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　セグメントの名称

受注高 受注残高

前第1四半期

連結累計期間
(自 2024年４月１日

至 2024年６月30日)

当第1四半期

連結累計期間
(自 2025年４月１日

至 2025年６月30日)

増減率(％)
前第1四半期

連結会計期間末
(2024年６月30日)

当第1四半期

連結会計期間末
(2025年６月30日)

増減率(％)

　シール製品事業 10,266 10,038 △2.2 6,234 6,571 5.4

　機能樹脂製品事業 4,061 3,220 △20.7 4,122 3,770 △8.6

　シリコンウエハーリサイクル

　事業他
691 － － 222 － －

合　　計 15,019 13,259 △11.7 10,578 10,341 △2.2

アジア 米国 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 3,760 1,123 42 4,926

Ⅱ　連結売上高(百万円) 15,230

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合(％)
24.7 7.4 0.3 32.4

アジア 米国 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 3,517 748 62 4,328

Ⅱ　連結売上高(百万円) 13,949

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合(％)
25.2 5.4 0.5 31.0

３．補足情報

（１）受注の状況

（単位：百万円）

（注）当社グループは、従来、報告セグメントを「シール製品事業」、「機能樹脂製品事業」及び「シリコンウエ

　　　ハーリサイクル事業他」の３区分としておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、「シール製品事

　　　業」及び「機能樹脂製品事業」の２区分に変更することといたしました。

　　　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報について、「シリコンウエハーリサイクル事業他」に含

　　　まれていた㈱バルカー・エフエフティの受注高及び受注残高を除き、変更後の区分方法により作成しており

　　　ます。

　　（２）海外売上高

前第１四半期連結累計期間（自2024年４月１日　至2024年６月30日）

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度により区分しております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は、次のとおりであります。

(1)アジア ・・・・・ 中国・台湾・タイ・シンガポール・韓国・ベトナム

(2)その他の地域 ・・ ヨーロッパ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本国以外の国又は地域に対する売上高であります。

当第１四半期連結累計期間（自2025年４月１日　至2025年６月30日）

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度により区分しております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は、次のとおりであります。

(1)アジア ・・・・・ 中国・台湾・タイ・シンガポール・韓国・ベトナム

(2)その他の地域 ・・ ヨーロッパ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本国以外の国又は地域に対する売上高であります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年７月30日

株式会社バルカー

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 倉持 直樹

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 川端 孝祐

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社バルカーの２０２５年４月１日から２０２６

年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（２０２５年４月１日から２０２５年６月３０日まで）及び

第１四半期連結累計期間（２０２５年４月１日から２０２５年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合

は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四

半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明するこ

とが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況

により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないか

どうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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